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『日本経済の再構築』
小黒一正(法政大学教授)

日本経済新聞出版社

2200円
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著者

。。
日
本
経
済
が
直
面
す
る
諸
課
題
を
真
正

面
か
ら
取
り
上
げ
た
力
作
で
あ
る
D

本
書
で
は
ま
ず
、
「
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
」
「
低
成
長
」
「
貧
国
化
」
の
一
一
一
つ
が

根
本
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
。
そ
の
上
で
、
財
政
再
建
、
日
銀
の
異

次
元
緩
和
と
財
政
の
関
係
、
年
金
・
医
療

問
題
、
社
会
保
樟
、
国
と
地
方
の
関
係
、

成
長
戦
略
と
格
差
の
是
正
な
ど
の
具
体
的

な
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、

社
会
保
障
費
の
増
加
に
対
応
す
る
わ
め
に

は、

2
0
4
0年
度
に
消
費
税
率
を
2
%

ま
で
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

ド
l
マ
1
の
命
題
(
名
目
G
D
P成
長
率

と
財
政
赤
字
を
一
定
に
保
て
ば
、
公
的
債

務
残
高
も
一
定
値
に
収
束
す
る
と
す
る

説
)
を
紹
介
し
た
上
で
、
政
府
が
掲
げ
る

楽
観
的
な
経
済
前
提
を
離
れ
て
計
算
し
て

み
る
と
、
債
務
残
高
の
対
G
D
P比
は
約

3
0
0
%
(場
合
に
よ
っ
て
は
5
9
0
%
)

に
達
し
な
い
と
収
束
し
な
い
こ
と
な
ど
が

示
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
制
度
変
革
に
つ
い
て
の

斬
新
的
な
提
案
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

だ
。
例
え
ば
、
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
・
高
齢
化
時
代
に
あ
っ
て
は
、

現
行
の
賦
課
方
式
よ
り
、
積
立
方
式
が
優

れ
て
い
る
の
だ
が
、
移
行
期
に
お
い
て
い

わ
ゆ
る
「
二
重
の
負
担
」
問
題
が
生
じ
る

の
で
、
積
立
方
式
へ
の
移
行
は
困
難
と
い

う
の
が
常
識
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本

ぶ学ら
に
か
A
E閉
山
内

係
町
出

間

関

日

開
t

z
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日本経済の根本3課題を明示
システム改革に具体的提言

小峰隆夫(大正大学教授)

おぐろ・かずまさ 1974年生まれ。
京都大学理学部卒、一橋大学大学院
経済学研究科博士課程修了。大蔵省

(現財務省)勤務の後、 2015年から
現職。著書に『財政危機の深層Jな
ど。

評者

本
書
の
最
初
に
述
べ
ら
れ
る
三
つ
の
本
質

的
な
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
経
済
社
会
全
体
の
シ
ス
テ

ム
の
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
だ
と
い
う
の

が
本
書
の
主
張
で
あ
る
。

本
書
の
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
次
の
二

つ
で
あ
る
。
一
つ
は
、
理
論
的
な
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
従
っ
て
、
実
際
の
デ
1
タ
を

当
て
は
め
た
上
で
の
実
証
的
な
議
論
が
展

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
財
政

の
展
望
に
関
し
て
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る

書
で
は
「
事
前
積
立
方
式
」
に
よ
っ
て
現

実
的
に
移
行
が
可
能
と
い
う
提
案
を
し
て

い
る
。
こ
の
他
に
も
、
医
療
版
の
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
方
式
、
道
州
制
の
受
け
皿

と
し
て
の
地
方
庁
構
想
、
公
務
員
の
議
員

兼
職
を
認
め
る
「
政
界
出
向
制
度
」
な
ど

の
独
創
的
な
制
度
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

日
本
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
と
い

う
未
曽
有
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

危
機
が
去
っ
た
時
、
危
機
前
に
直
面
し
て

い
た
諸
課
題
に
再
度
向
き
合
う
こ
と
に
な

る
。
あ
る
も
の
は
こ
の
間
に
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
(
財
政
再
建
、

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
な
ど
て
あ
る
も
の
は

コ
ロ
ナ
が
契
機
と
な
っ
て
問
題
解
決
の
き

っ
か
け
が
つ
か
め
る
か
も
し
れ
な
い
(
生

産
性
の
上
昇
や
産
業
構
造
の
変
化
)
。
我
々

は
改
め
て
コ
ロ
ナ
前
の
経
済
に
つ
い
て
認

識
を
再
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
本

書
は
そ
の
た
め
の
基
礎
的
な
議
論
を
提
供

し
て
く
れ
て
い
る
。

『障害者差別を開いなおす』

ちくま新書

840円

荒井裕樹四学舎大学准教授)著者

2
0
1
6年
に
神
奈
川
県
相
模
原
市
の

障
害
者
施
設
で
起
き
た
殺
傷
事
件
の
反
響

は
、
犯
行
へ
の
批
判
一
色
で
は
な
か
っ
た
。

犯
人
の
「
障
害
者
は
生
き
る
意
味
が
な
い
」

と
い
っ
た
趣
旨
の
発
言
に
共
鳴
す
る
言
葉

が、

S
N
S
に
あ
ふ
れ
た
。
「
障
害
者
差
別

と
は
何
か
」
を
改
め
て
考
え
て
み
な
く
て

は
な
る
ま
い
。

著
者
は
障
害
者
団
体
「
青
い
芝
の
会
」

の
活
動
を
素
材
と
し
て
、
障
害
者
が
何
を

「
差
別
」
と
と
ら
え
、
い
か
に
生
き
よ
う
と

会
は
、
こ
の
神
奈
川
県
連
合
会
で
あ
り
、

ま
た
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
横
田
弘
、
横
塚

晃
一
の
著
作
で
あ
り
行
動
で
あ
る
。
青
い

芝
の
会
は
行
動
綱
領
を
つ
く
る
。
そ
の
な

か
で
「
優
し
き
」
「
同
情
」
「
愛
」
「
正
義
」

と
い
っ
た
価
値
観
自
体
が
、
障
室
量
在
別

に
通
じ
る
と
し
た
。
障
害
者
が
自
立
し
た

人
格
と
し
て
生
き
る
に
は
、
親
は
も
と
よ

り
国
家
の
慈
恵
を
も
拒
否
す
る
必
要
が
あ

る
。
当
然
、
青
い
芝
の
会
の
行
動
は
先
鋭

と
な
る
。
川
崎
市
で
展
開
さ
れ
た
パ
ス
へ

の
自
由
な
乗
車
要
求
、
障
害
児
を
殺
し
た

母
親
の
減
刑
嘆
願
運
動
へ
の
反
対
、
優
生

保
護
法
に
「
胎
児
条
項
」
を
導
入
し
よ
う

と
し
た
同
法
「
改
悪
」
反
対
闘
争
、
養
護

学
校
義
務
化
反
対
闘
争
が
展
開
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
運
動
の
な
か
で
も
「
胎
児
条
項
」

反
対
闘
争
に
は
、
障
害
者
の
怒
り
と
闘
い

の
理
念
が
凝
縮
さ
れ
て
い
よ
う
。
親
や
生

お
も
ん
ば
か

ま
れ
く
る
子
ど
も
の
将
来
を
慮
っ
て
、
障

害
を
も
っ
胎
児
の
中
絶
を
法
的
に
認
め
る

国
際
関
係
か
ら
学
ぶ

ゲ
ー
ム
理
論
@
菌
際
協
力
を
実
現
す
る
た
め
に

岡
田
章
著
国
際
協
力
を
実
現
す
る
た
め
に
、
人
々
の
イ

ン
セ
ン
テ
イ
ブ
と
社
会
の
仕
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば

よ
い
の
か
?
利
害
の

対
立
、
紛
争
、
交
渉
、

協
力
、
貧
困
、
援
助
な

ど
、
人
間
・
国
家
の
行

動
と
社
会
現
象
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
、
ゲ
ー
ム
理

論
の
視
点
か
ら
解
明
。

A
5
判二一一一
O
O円
+
税

維
新
支
持
の
分
析

善
教
将
大
著
⑨
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
か
、
帯
権
者
の
合
理
性
か

有
権
者
の
維
新
へ
の
支
持
態
度
を
実
証
的
に
分
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
「
大
阪
維
新
」
の
政
治
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
打
出
回
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
受
賞
。

A
5
判
三
九
O
O円
+
税

関沼

量覇置

社

会

運

動

の

現

在

需

民

社

会

の

関

長
省
川
公
一
編
反
原
発
、
反
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
等
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
運
動
を
総
覧
。

海
外
の
事
例
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
社
会
運
動
を
相

対
化
し
、
課
題
を
分
析
す
る
。

A
5
判
三
五
O
O円
+
税

「常識jを疑い、自立の尊重へ

改めて「差別とは何か」問う

新藤宗幸(千葉大学名誉教捜)

あらい・ゅうき 1980年生まれ。
東京大学大学院人文社会系研究科修

了。障害者文化論、日本近現代文学

を専門とする。著書に f生きていく
絵アートが人を(癒す〉ときJな
どがある。

評者

し
て
き
た
か
を
解
き
明
か
し
、
障
害
者
差

別
に
新
た
な
視
座
を
提
起
し
て
い
る
。

青
い
芝
の
会
は
、
肢
体
不
自
由
児
学
校
・

東
京
市
立
光
明
学
校
(
現
妻
都
立
高
村

学
園
)
の
卒
業
生
で
あ
る
山
北
厚
ら
3
人

慨

を
発
起
人
と
し
て
、

1
9
5
7年
に
親
睦
林

団
体
と
し
て
発
足
し
た
。
支
部
制
度
を
採
制

用
し
て
い
た
開
会
に
は
、

ω年
に
そ
の
後
繍

の
障
害
者
運
動
に
多
大
な
衝
撃
を
与
え
る
鵠

吾
い
芝
の
会
神
奈
川
県
連
合
会
」
が
結
成
齢

さ
れ
る
。
奪
回
が
取
り
上
げ
る
青
い
芝
の
軒

の
は
、
現
に
生
き
て
い
る
障
害
者
の
存
在

を
否
定
す
る
差
別
な
の
だ
。

著
者
は
相
模
原
事
件
の
報
道
や
行
事
に

み
る
「
障
害
者
も
同
じ
人
関
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
の
問
題
性
を
指
摘
す
る
。
こ
の
言

葉
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
患
者
同
士

の
結
婚
に
不
妊
手
術
が
強
要
さ
れ
た
よ
う

に
、
障
害
者
も
社
会
の
有
り
ょ
う
や
「
常

識
」
に
従
う
思
慮
深
さ
を
も
つ
べ
き
、
と

り
ユ
思
味
に
通
じ
る
。

障
害
者
の
い
う
「
障
害
者
も
同
じ
人
間
」

と
は
、
「
他
の
人
に
認
め
ら
れ
て
い
る
社
会

参
加
へ
の
機
会
や
権
利
は
、
障
害
者
に
も

等
し
く
認
め
ら
れ
る
べ
き
」
と
い
、
ユ
忌
味

な
の
だ
、
と
著
者
は
強
調
す
る
。

障
害
者
抜
き
に
つ
く
ら
れ
た
「
常
識
」

は
、
依
然
と
し
て
社
会
を
支
配
し
、
障
害

者
の
自
立
を
拒
ん
で
い
な
い
か
。
青
い
芝

の
会
の
問
題
提
起
を
丹
念
に
再
生
し
、
「
差

別
と
は
何
か
」
を
追
究
し
た
本
書
は
、
わ

れ
わ
れ
に
重
く
の
し
か
か
る
。

ロ
ビ
イ
ン
グ
の
政
治
社
会
学

原
田
駿
著
⑨
N
P
O
法
制
定
・
改
正
を
め
ぐ
る
政
策
過
程

と
社
会
運
動
N
P
O
法
の
成
立
・
改
正
過
程
に
注
目
し
、

そ
こ
に
大
き
く
影
響
し
た
社
会
運
動
(
ロ
ピ
イ
ン
グ
)
の
動

き
を
、
多
様
な
関
係
者

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と

豊
富
な
文
書
資
料
を
も

と
に
分
析
。
ロ
ピ
イ
ン

グ
の
存
立
(
成
功
)
条

件
・
戦
略
と
そ
の
帰
結

を
、
社
会
学
の
観
点
か

ら
明
ら
か
に
す
る
。

A
5
判
四
一
ニ
O
O円
+
税
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